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「未来高岡」ステップアップトーク（是戸地区）会議記録 ＜要旨＞ 

 

１、日 時  平成 28年 11 月 3日（木） 午後 7時 30 分から 8時 30 分 

２、場 所  是戸公民館 

３、出席者  市民 63名（うち女性 15名） 

高岡市  市長、経営企画部政策監、広報統計課長 

４、会議次第 

（1） 高岡市総合計画基本構想の紹介 

（2） 参加者との意見交換 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1)高岡市総合計画基本構想の紹介 

 

(2)参加者との意見交換 

参加者 

・是戸地区はチューリップ栽培や稲作、野菜作りなど農業が盛んである。高岡産のおいし

いお米を全国の人に食べてもらうため、減農薬米を作り、環境に優しい農業を実践して

いるが、利益率は一般のコシヒカリと比較しても低くなってしまい、努力が報われない。

今後の農業の担い手を確保していくためにも市の支援が必要と考えている。 

 

市長 

・どのようなビジネスモデルを作るかを示すことが大事だと聞いている。きちんとした評

価をうけるお米として流通していくことが重要であり、国全体としてもそういう流れに

なろうとしている。そのためには、おいしいお米であることを消費者にどう認めてもら

うかといったことや、しっかりとした流通にのせることが大事であり、ブランドづくり

について相談していきたい。 

 

参加者 

・かつて引っ越ししてきた人に「自治会には加入しない」と言われたことがある。市役所

の職員も自治会加入は義務ではないと考えているようだが、自治会組織はそこに住む人

たちの慣習であり、法律に準ずるものであると思う。自治会に入れば班長やゴミ当番な

どいろいろな役割があって大変だとは思うが、人と人とのつながりが重要ではないか。

現在、光明寺には 15％以上の一人暮らしの人がいる。今後是戸地区にも空き家が増え、

外から入ってくる人も多くなると思われる。市民や自治会があって高岡市が成り立って

いると思うので、市役所はこのような相談があった際は自治会への加入を勧めてほしい。 
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市長 

・自治会への加入を強制することはできないが、相談があった際に、地域のお祭りやゴミ

出しなど自治会で果たしている機能をうまく説明できるよう市としても工夫していきた

い。 

 

参加者 

・高齢者が自動車免許の返納をした場合、交通手段としてコミュニティバスがあればいい

と思うが、市内でコミュニティバスを運行している地区はあるのか。運行に関して市は

どのような支援を行っているのか。市として今後、地域の高齢者の交通手段をどのよう

に考えているのか。 

 

市長 

・幹線道路はバスが走っているところも多いが、隅々までは行きわたっていない。高岡市

内での地域バスの運行として小勢地区で行っている。地元の方々でお金を出し合って運

用資金にしているほか、市も地域でのワゴン車購入時に補助金を出すなど支援している。

運行ダイヤも地域で工夫していると聞いている。必要があれば支援策について市から説

明することも可能であり、ご相談いただきたい。一部バス路線が廃止になったところな

どでデマンドタクシーの実施を実験的に行っているところもある。これは事前に予約し

て利用するものであり、こちらも検討していただきたい。 

 

参加者 

・高岡市総合計画の中で「ヒト モノ コト」という説明があったが、コトとは何か。 

 

市長 

・「ヒト モノ コト」でいう「コト」とは、イベントや行事のことだが、コトを起こすとは、

イベントやお祭りなどだけではなく、魅力ある仕事をつくるほか、創業、起業ができる

ようなまちをつくりたいということでもあり、そのためには住居や子育て環境が必要で

ある。いいしごとをつくって人が住めるようにしていきたい。 

 

参加者 

・昨年は「未来高岡」夢トークを 12 中学校区で行っていたが、市長の在任中はこのような

市民との対話活動を続けていくのか。 

 

市長 

・このような対話活動は、これまでの任期８年のうち計４回行っている。昨年は 12地区で

行ったが、地域の状況を伺うことを中心に行う場合と、今回の総合計画基本構想など、
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地域に説明したいことがある場合に、中学校単位や連合自治会単位で行うことにしてい

る。今後も機会をとらえて地域との対話を行っていきたい。 

 

参加者 

・統計を見ると 60％以上の方が自宅で最期を迎えたいという結果がある。戸出地区でも醍

醐地区や北般若地区には高齢者施設があるが、是戸にはない。地域別に高齢者向けの施

設を設置してほしい。 

 

市長 

・中学校区ごとに複数の高齢者用介護施設を設置したい。もし介護が必要になっても住ん

でいる場所の近くの地域に施設があるようにしたい。３年に１度、「高岡市高齢者保健福

祉計画・高岡市介護保険事業計画」を作成しているが、空白地域がないようにしたい。

是戸地域は戸出西部地域として考えており、施設の少ない場所に施設ができるようにし

ていきたい。 

 


